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令和４年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会審議結果について 
 

令和４年２月１５日 
相楽郡広域事務組合 

 

 

令和４年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会が、２月１５日(火)に大谷処

理場会議室において会期１日間で開催されました。 

 今定例会では、令和４年度一般会計予算及び特別会計予算についてなど６件

の議案が提出され、いずれも慎重な審議の末、原案のとおり可決されました。 

 

 
○提出議案 

議案番号 件  名 提案理由･概要 議決結果 

議    案 

第 １ 号 

相楽郡広域事務組合

職員の給与に関する

条例の一部を改正す

る条例について 

相楽郡広域事務組合では、相楽休日

応急診療所において、令和２年１１月

１日に京都府から「診療・検査医療機

関」に指定を受け、新型コロナウイル

ス感染症の抗原検査やＰＣＲ検査を実

施していますが、特殊勤務手当を支給

する仕組みがないことから、検査を担

当した看護師に特殊勤務手当を新たに

支給することとするため、所要の改正

を行うものです。 

可 決 

（全会一致） 
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議    案 

第 ２ 号 

相楽郡広域事務組合

会計年度任用職員の

給与等に関する条例

の一部を改正する条

例について 

相楽休日応急診療所に勤務する看護

師が、感染予防策として個人防護具を

着用して、新型コロナウイルス感染症

の患者又は、その疑いのある者に対応

した場合に日額３０００円を令和３年

４月１日に遡って支給するため、並び

に会計年度任用職員の給料について、

京都府の最低賃金引上げに対応し、近

隣市町村等との給与水準の均衡を保つ

ため、所要の改正を行うものです。 

可 決 

（全会一致） 

議    案 

第 ３ 号 

令和３年度相楽郡広

域事務組合一般会計

補正予算（第１号）に

ついて 

令和３年度一般会計予算から、歳入

歳出それぞれ１４２９万６千円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２

億５９７０万４千円とするものです。 

歳出では、し尿収集運搬業務委託料

の増加に伴うし尿処理費の増額、大谷

処理場運営経費の不用見込額の減額

や、休日応急診療費の減額、商工総務

費の不用見込額の減額及び予備費の減

額の補正を行い、歳入では、市町村分

担金及び府補助金の減額、し尿・浄化

槽汚泥搬入量増加に伴う、し尿処理手

数料負担金、浄化槽汚泥投入手数料の

増額及び前年度繰越金の確定額を増額

する補正を行うものです。 

可 決 

（全会一致） 

議    案 

第 ４ 号 

令和３年度相楽地区

ふるさと市町村圏振

興事業特別会計補正

予算（第１号）につい

て 

令和３年度特別会計予算に、歳入歳

出それぞれ１０４万３千円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

２７７４万３千円とするものです。 

歳出では、振興費の不用見込額の減

額及び休日応急診療費の増額補正を行

い、歳入では、診療報酬収入、国庫支

出金、府支出金の増額及び前年度繰越

金の確定額の増額を行い、一般会計繰

入金、ふるさと市町村圏基金繰入金を

減額する補正を行うものです。 

可 決 

（全会一致） 

議    案 

第 ５ 号 

令和４年度相楽郡広

域事務組合一般会計

予算について 

令和４年度一般会計の予算総額を２

億６９００万円と定めるものです。 

歳入の主なものは、分担金及び負担

金が２億４８０２万円。歳出の主なも

のは、総務費で３７４７万５千円、衛

生費で２億１６３９万６千円、商工費

で１３４４万５千円です。 

可 決 

（賛成多数） 
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議    案 

第 ６ 号 

令和４年度相楽地区

ふるさと市町村圏振

興事業特別会計予算

について 

令和４年度特別会計の予算総額を７

億２８００万円と定めるものです。 

歳入の主なものは、ふるさと市町村

圏基金繰入金が７億４５６万３千円、

休日応急診療所収入が２３０７万７千

円。歳出は、ふるさと市町村圏基金７

億円を返還するため、振興費で７億４

５７万１千円、衛生費（休日応急診療

所関係）で２３４２万９千円です。 

可 決 

（全会一致） 

 


